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市報

さかいみなとさかいみなと

市内初の国登録有形文化財へ市内初の国登録有形文化財へ

　　国の文化審議会で、面谷家（花町）に残る４棟

（主屋兼店舗・新座敷・道具蔵・旧砂糖蔵）を登録

有形文化財として登録するよう、答申がなされま

した。これは、市内では初の登録となります。

　面谷家は酒や醤油醸造を営んだ商家で、明治か

ら昭和前期にかけて建てられたさまざまな建物が

残っています。いずれも、近代の商家（醸造家）

の構えをよく残しており、境港の近代を物語る貴

重な文化遺産といえます。

　　迅速な避難に向けて　 　　Ｐ２～

　　おすすめスポット初詣情報 Ｐ４～

●市表彰式ほか・・・・・・・・・・P６～
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～島根原発事故想定避難訓練～



迅速な避難に向けて迅速な避難に向けて

一時集結所一覧一時集結所一覧

～島根原発事故想定の訓練を実施～～島根原発事故想定の訓練を実施～

特集特集

　中国電力㈱島根原子力発電所の事故を想定し、１１月１０日（日）に島根原発周辺

の２県６市が合同で住民参加による避難訓練を行いました。

　このたびの訓練は、バスによる避難の他に列車、船舶、航空機も使用し、境港市広

域住民避難計画で課題となっている多様な避難手段の検証にも取り組みました。

　本市では、全７地区で１７カ所の一時集結所を開設し、住民避難に１４０人、要援

護者避難に４人の市民の皆さんに参加していただきました。

地区名 町名 一時集結所

渡

渡町

渡小学校

渡体育館

渡公民館

第三中学校

森岡町
渡小学校

第三中学校

夕日ヶ丘２丁目 竜ヶ山公園

外江

外江町・
西工業団地

外江小学校

外江公民館

第三中学校

清水町
市民体育館

芝町

境

弥生町 境小学校

米川町
市民体育館

浜ノ町

蓮池町 第二市民体育館

馬場崎町 市民会館

大正町

境小学校

明治町

京町

松ヶ枝町

栄町

湊町

日ノ出町

本町

相生町

末広町

境公民館中町

元町

東本町 第一中学校

地区名 町名 一時集結所

境

朝日町

第一中学校

入船町

東雲町

花町

岬町

昭和町

潮見町

上道 上道町

上道小学校

上道公民館

市民会館

第一中学校

余子

中野町
境高校

市民体育館

福定町 境港総合技術高校

竹内町

余子小学校

境港総合技術高校

第二中学校

高松町 誠道小学校

美保町、竹内団地 余子公民館

誠道 誠道町
誠道小学校

誠道公民館

中浜

三軒屋町
竜ヶ山公園

夕日ヶ丘１丁目

新屋町

中浜小学校麦垣町

小篠津町
竜ヶ山公園

財ノ木町
中浜公民館

佐斐神町

幸神町 幸神体育館

◆上記の一時集結所からは、県や市が用意するバス等で避難します。

◆市は、７割程度の人が自家用車で避難されると想定しています。

◆避難先は、自家用車、バス等ともに県東部の鳥取市、岩美町、八頭町の公共施設

　を町ごとに指定してあり、市ホームページに掲載しています。

▼問い合わせ先

　自治防災課危機管理室

　（☎47－1071）
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列車列車

　

今
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原
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。
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踏
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。
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お
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い
し
ま
す
。

ＪＲ境線を利用した全国初の列車での避難訓練ＪＲ境線を利用した全国初の列車での避難訓練

船舶船舶

海上自衛隊の多用途支援艦「ひうち」と境海上保安海上自衛隊の多用途支援艦「ひうち」と境海上保安
部の巡視船「きそ」に乗船部の巡視船「きそ」に乗船

航空機航空機

C１輸送機に要援護者を搬送C１輸送機に要援護者を搬送

放射線量を測るスクリーニング検査を受ける
（県消防学校）（県消防学校）

＜スクリーニング検査を体験＞＜スクリーニング検査を体験＞
　スクリーニング検査とは、身体表面に放射性物質　スクリーニング検査とは、身体表面に放射性物質

が付着しているかどうかの検査です。検査の結果、が付着しているかどうかの検査です。検査の結果、

放射能汚染等が認められる人には、救護所要員によ放射能汚染等が認められる人には、救護所要員によ

る応急の除染が行われます。る応急の除染が行われます。

＜安定ヨウ素剤の服用訓練を実施＞＜安定ヨウ素剤の服用訓練を実施＞
　　スクリーニング会場に向かうバス車内やＪＲ列スクリーニング会場に向かうバス車内やＪＲ列

車内で安定ヨウ素剤の服用説明が行われました。車内で安定ヨウ素剤の服用説明が行われました。

＜原子力防災研修を受講＞＜原子力防災研修を受講＞
　　スクリーニング会場では、「放射線などについてスクリーニング会場では、「放射線などについて

の基礎講座」と題して、放射線の特性や原子力災害の基礎講座」と題して、放射線の特性や原子力災害

の特徴等の講義を受け、理解を深めました。の特徴等の講義を受け、理解を深めました。

【安定ヨウ素剤の服用目的と効果【安定ヨウ素剤の服用目的と効果】】

　原子力災害時に放出された放射性ヨウ素が、呼吸や　原子力災害時に放出された放射性ヨウ素が、呼吸や

飲食により体内に吸収されると、喉の甲状腺に蓄積さ飲食により体内に吸収されると、喉の甲状腺に蓄積さ

れ、甲状腺がんなどを発生させる恐れがあります。安れ、甲状腺がんなどを発生させる恐れがあります。安

定ヨウ素剤を予め服用し、甲状腺を安定ヨウ素で満た定ヨウ素剤を予め服用し、甲状腺を安定ヨウ素で満た

しておくことで、放射線障害の発生を極力防止します。しておくことで、放射線障害の発生を極力防止します。

放射線量を測る クリ グ検査を受ける放射線量を測る クリ グ検査を受ける

最適かつ実態に即した手段の組み合わせに最適かつ実態に即した手段の組み合わせに
よる、確実で効果的な避難を行うため、多よる、確実で効果的な避難を行うため、多
様な避難手段を検討しています。様な避難手段を検討しています。

多様な避難手段を検証多様な避難手段を検証

実
態
を
反
映
し
た
避
難
計
画
へ

実
態
を
反
映
し
た
避
難
計
画
へ
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おすすめスポット　　・初 詣 情 報・初 詣 情 報

　社殿は徳川家光の命により建造された朱塗りの権

現造りで、江戸時代初期の貴重な建築物として国の

重要文化財に指定されています。

▼ところ　出雲市大社町日御碕455

　出雲国三大社のひとつで、「出雲国風土記」に記さ

れている古社。主祭神の佐太大神は導きの神とされ、

幸せや良縁を引き寄せる縁結びの神社です。摂社の田

中神社は縁結び、安産、縁切り、長寿のご利益がある

とされ、注目のスポットです。

▼ところ　松江市鹿島町佐陀宮内73

　587年に開かれた天台宗の古寺。十一面観音

様をご本尊に厄払いの寺として慕われています。

うっそうと茂る杉林を登ると瑞光山の山腹に清水

寺はあり、5万坪余りの境内には、山陰唯一の三

重塔など、県や国の重要文化財も数多く、荘厳な

空気に包まれています。

▼ところ　安来市清水町528

　粟嶋 (あわしま)の187段の

石段を上った頂にあり、「少彦

名命（すくなひこなのみこと）」

が祀
まつ

られています。かつては、

中海に浮かぶ小島でした。山頂

からは中海、大山などが一望で

き、粟嶋の美しさは、いにしえ

の人も認めたところで、米子市

の名勝に指定されています。

▼ところ　米子市彦名町1404

★日御碕神社（出雲市）★日御碕神社（出雲市） ★佐太神社（松江市）★佐太神社（松江市）

★安来清水寺（安来市）★安来清水寺（安来市） ★粟嶋神社（米子市）★粟嶋神社（米子市）

一年の計は元旦にあり！

来年の正月は、いつもと違った

場所に初詣はいかが？

市報さかいみなと　4



中海・宍道湖・大山圏域中海・宍道湖・大山圏域
特集特集

　松江の歴史や文化、城下町の仕組みなどを資料や映像、模型などで紹介。館内の喫茶「きはる」

では名工がつくる和菓子や抹茶をどうぞ。隣接するホーランエンヤ伝承館は歴史館の有料観覧者

は無料なので併せてご覧ください。

▼ところ　松江市殿町279

▼開　館　午前8時30分～午後5時（10月～3月）

　　　　　毎月第3木曜休館

▼料　金　基本展示　大人500円・小人250円（企画展示別途）

　　　　　【企画展示】内容、料金はホームページをご覧ください。

　　　　　http://www.matsu-reki.jp/

▼問い合わせ先　松江歴史館　☎0852－32－1607

年末
年始

年末
年始

　出雲大社で毎年１月３日に行われる島根県無形民俗文化財

指定の伝統神事。地元では、「吉兆さん」と呼ばれ親しまれ

ています。「歳
としとくじん

徳神」と刺しゅうされた４～６メートルの大

きなのぼり旗を立て、大社神謡（祝歌）を謡い、新年の祈り

を捧げ、各町内を練り歩きます。

▼と　き　1月3日（金）　早朝から昼前

▼ところ　出雲大社周辺（出雲市大社町杵築東195周辺）

▼問い合わせ先　出雲観光協会　☎0853－53－2112

　米子市美術館リニューアルオープンおよび、江府町制60周年を

記念し、サントリー美術館の協力により、日本古来の美術・工芸品

の収集に力を注ぎ集められた豊富なコレクションの中から選りす

ぐった名品と、1988年から1998年にかけて開催された「サント

リー美術館大賞展」出品作をあわせた、約80点を一堂に紹介します。

　母里市は、天保2年（1831年）から始まった「市」で、

毎年12月25日に開かれている伝統行事です。母里の旧県

道沿いに露店が並び、正月用のしめ縄や花木、地元特産品な

どを販売します。

★母里市やまんば祭（もりいちやまんばまつり）★母里市やまんば祭（もりいちやまんばまつり）

★サントリー美術館コレクション展★サントリー美術館コレクション展

★吉兆神事（きっちょうしんじ）★吉兆神事（きっちょうしんじ）

★松江歴史館★松江歴史館

おすすめスポット　　・初 詣 情 報おすすめスポット　　

松江市松江市

出雲市出雲市

米子市米子市

安来市安来市

この圏域は、魅力的な場所がたくさんあるよ！

みんなもこの機会に巡ってみよう！
▼と　き　（前期）12月15日～12月28日

　　　　　（後期）1月2日～1月19日

▼開　館　午前10時～午後6時

▼ところ　米子市美術館（米子市中町12）

▼料　金　一般1,000円 /高校・大学生600円 /小・中学生300円

▼問い合わせ先　米子市美術館　☎34－2424　　米子市文化課　☎23－5438

▼と　き　12月25日（水）午前9時～午後3時

▼ところ　母里地区（安来市伯太町母里）

▼問い合わせ先　母里交流センター　☎0854－37－0225 

5　平成２５年１２月



第５４回　境港市表彰式第５４回　境港市表彰式

境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典

　第５４回境港市表彰式とダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典を１１月３日（文化の日）

に文化ホールで行いました。

　市の発展に大きく寄与された人へ表彰状を贈呈し、永きにわたり苦楽を共に歩んでこら

れたご夫婦には、寿詞を贈りました。
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岡
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）

　

遠
藤　

道
夫
（
上
道
町
）

◆
余
子
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

原　

進
す
す
む

（
竹
内
町
）

◆
中
浜
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

羽は

山や
ま　

次
朗
（
三
軒
屋
町
）

　

木
村　

洋
子
（
財
ノ
木
町
）

◆
社
会
教
育
委
員

　

濵
田　

照て
る

美み

（
福
定
町
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

田
中　

茂
人
（
誠
道
町
）

　

鶴
田　

肇
は
じ
め

（
竹
内
町
）

　

松
本　

直
樹
（
渡
町
）

　

増
岡　

茂
（
渡
町
）

◆
図
書
館
協
議
会
委
員

　

門
　

規き

矩く

子こ

（
渡
町
）

◆
交
通
安
全
指
導
員

　

藤
田　

智と
も

治は
る

（
清
水
町
）

◆
学
校
医

　

岡
空　

輝
夫
（
浜
ノ
町
）

◆子どもの下校時見守り活動に尽力

　高松町老壮クラブ連合会有志一同

◆水産振興のために寄附

　北陽冷蔵㈱

◆妖怪ブロンズ像寄贈

　㈲千代むすび灘本舗

　社会福祉法人白老会いづみ保育園

　潮
うしお

　晴
はる

美
み

（南部町）

　大森　真
まこと

（静岡県静岡市）

　岡田　務
つとむ

（兵庫県神戸市）

　酒井　秀
ひで

敏
とし

（東京都大田区）

　佐久間　晃（東京都渋谷区）

　福
ふく

庭
ば

　義明（松江市）

　藤井　義
よし

啓
ひろ

（広島県廿日市市）

　堀口　優
ゆ

美
み

（大阪府泉大津市）

　安倍　和海（福定町）

感謝状贈呈感謝状贈呈
９人４団体９人４団体

（敬称略）

感謝状贈呈感謝状贈呈
（高松町（高松町老壮クラブ連合会有志一同））

市報さかいみなと　6



◇
渡　

町

　

渡
部　

善よ
し

行ゆ
き

・
三み

智ち

美み

　

岸
本　

三み

千ち

磨ま

・
陽
子

　

猪い

塚づ
か　

武
・
美
知
子

　

松
本　

善ぜ
ん

治じ

・
富
子

◇
外
江
町

　

足
立　

郁
馬
・
美
和
子

◇
芝　

町

　

濵
田　

勝か
つ

美み

・
孝
子

　

濵
田　

鴻こ
う

二じ

・
綾あ

や

子こ

◇
花　

町

　

面お
も

谷だ
に　

規の
り

夫お

・
明
子

　

手
島　

幸ゆ
き

光み
つ

・
範の

り

子こ

◇
弥
生
町

　

松
本　

孝
夫
・
喜き

久く

栄え

◇
蓮
池
町

　

飯
塚�

千ち

臣お
み

・
俊と

し

子こ

◇
上
道
町

　

川か
わ

尻し
り　

福ふ
く

隆た
か

・
和よ

り

子こ

　

小
玉　

壽と
し

・
シ
ヅ
子

　

上か
み

宇う

都と　

辰
夫
・
純す

み

子こ

◇
竹
内
町

　

西
富　

貢
み
つ
ぐ

・
し
げ
子

◇
幸
神
町

　

足
立　

一
雄
・
朝あ

さ

枝え

　

足
立　

慶
一
・
洋
子

　

足
立　

正ま
さ

美み

・
千
惠
子

◇
麦
垣
町

　

角　

茂
美
・
帛き

ぬ

子こ

◇
財
ノ
木
町

　

宮
本　

ひ
と
し

・
光
子

◇
三
軒
屋
町

　

佐
古　

勉
つ
と
む

・
洋ひ

ろ

子こ

◇
渡　

町

　

松
本　

嘉
よ
み
す

・
令
子

　

濵
田　

武た
け

美よ
し

・
洋
子

◇
外
江
町

　

遠
藤　

量
り
ょ
う

・
き
よ
み

　

藪
内　

清
志
・
征い

く

子こ

◇
芝　

町

　

勝
部　

正ま
さ

利と
し

・
喜
久
子

　

濱
田　

治は
る

雄お

・
み
よ
子

◇
清
水
町

　

小
林　

脩
し
ゅ
う

・
政ま

さ

子こ

◇
花　

町

　

松
下　

泰た
い

治じ

・
桂
子

◇
朝
日
町

　

石
橋　

岩
雄
・
國
子

　

由
永　

源げ
ん

吉き
ち

・
智
賀
子

◇
明
治
町

　

引
野　

行
雄
・
博
子

◇
馬
場
崎
町

　

野
々
村　

繁し
げ

美み

・
睦
美

◇
米
川
町

　

野
坂　

弘
・
愛
子

◇
元　

町

　

篠
原　

正
明
・
道
江

　

福
間　

忠
雄
・
順よ

り

子こ

◇
上
道
町

　

門
灘　

正
男
・
嬰え

い

子こ

　

山
根　

勝か
つ

美み

・
節
子

　

松
田　

浩こ
う

・
栄
子

◇
中
野
町

　

町
野　

公
一
・
瀧た
き

子こ

　

藤
本　

昭
平
・
隆た

か

子こ

◇
竹
内
町

　

小
林　

計
は
か
る

・
陽
子

　

並
原　

健
・
茂
子

　

牧ま
き

戸と　

隆
義
・
豊
子

　

松
本　

貞
男
・
照て

る

子こ

◇
高
松
町

　

阿
部　

貢
み
つ
ぎ

・
久
美
子

　

武
良　

興こ
う

・
千
枝
子

　

佐
々
木　

齊
ひ
と
し

・
則の

り

子こ

◇
美
保
町

　

博
田　

朝あ
さ

治じ

・
与
志
子

◇
誠
道
町

　

岸
本　

嘉よ
し

彦ひ
こ

・
悦
子

◇
新
屋
町

　

小
笹　

直
た
だ
し

・
美
代
子

　

金
田　

隆
盛
・
和
子

　

安
田　

一
夫
・
喜
久
子

◇
小
篠
津
町

　

花
井　

利
郎
・
博
子

◇
幸
神
町

　

永
井　

明
義
・
光
子

　

西
口　

基
信
・
美
枝
子

◇
麦
垣
町

　

青
木　

瑞
穗
・
一か

ず

子こ

◇
財
ノ
木
町

　

松
本　

宗
孝
・
紀み

ち

子こ

金
婚
祝
賀
者

金
婚
祝
賀
者
3737
組組

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

祝
賀
者

祝
賀
者
2121
組組

箏箏
そうそう

と尺八の演奏で式典に華を添えましたと尺八の演奏で式典に華を添えました

ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞
（金婚祝賀者：松田夫妻）（金婚祝賀者：松田夫妻）

合唱団を交え、君が代斉唱合唱団を交え、君が代斉唱
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　天候に恵まれ、小学生の歌声でオープニング。作品、

バザーでいっぱいになった公民館は大盛況でした。

　大なべで炊いた、ふるまいの浜なべ（おみそ汁）も昼

すぎには終了しました。２日間、たくさんの人で賑わい

ました。

　開催前日の悪天候にも負けず、予定通り全ての催し物

を実施しました。「白尾の森屋外ステージ」を中心とす

る「お祭り広場」は３つの展示会場と共に大盛況でした。

中学・高校生ボランティア３０人も加わり、世代を超え

た「ふれあいの輪」が広がりました。

　演芸の部は、当館サークルのほとんどが出演し、日頃

の練習の成果を発揮しました。展示とバザーの部は、町

内外からの特別展示、日野町の餅つき、大声大会を開催。

境高の協力を得た「泥アート」は多くの保育園児・児童

と保護者が協力して絵を完成させました。

　バンド演奏とＪＳＳ米子ラブピースのチアダンスで賑

やかに幕をあけました。館内では公民館サークルや地域

の皆さんの素晴らしい作品で訪れた人を魅了しました。

演芸の部では、踊り・歌・ヒップホップダンスなど盛り

だくさんの内容で大盛況に終わりました。

公民館まつり公民館まつり

れ 小学生の歌声でオ プニング 作

　今年は、耐震改修工事完成のお披露目を兼ねた開催と

なりました。バザー会場は通路が埋まる賑わいで、中海

テレビの収録もあり、子ども立体きり絵教室も大人気で

した。新しくなった境公民館を皆さんにお披露目できた

喜びと共に、今後皆さんの来館をお待ちしています。

　余子自主防災会による避難訓練、境港消防署救命係の

ＡＥＤのデモンストレーション、島根あさひ訓練セン

ターのかわいい盲導犬とのふれあいなど、新しいイベン

トに会場は盛り上がりました。地域の皆さんなどたくさ

んの人の思いと努力が一つになった２日間でした。

　自主講座の展示や参加型のクレイクラフト、アソビニ

ンとあそぼう、ミックスナッツによる演奏、木でゴム鉄

砲を作ろう（中浜民協）などが行われました。日野高校

生徒１２人による荒神神楽「八重垣能」は迫力ある演技

でたくさんの来館者に好評を得ました。

　公民館まつりは、学習活動の発表・展示を行う

ことで学習成果を広く紹介し、地域文化の発展と

生涯学習活動への意欲向上を図ります。

　企画・運営を地域の人々が協力し合うことで、

どの会場も地区に根ざした個性あふれる「まつり」

が開催されました。

前日の悪天候にも負けず 予定通り全

当館サ クルのほとんどが出演し

ド演奏とＪＳＳ米子ラブピ チア

渡渡

上
道
上
道

外
江
外
江

誠
道
誠
道

年は 耐震改修工事完成のお披露目を兼

防災会による避難訓練 境港消防署救命

境境

余
子
余
子

中
浜
中
浜

主講座の展示や参加型のクレイクラフ
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区　　　分 年　　末 年　　始

市 役 所　 （☎ 44 － 2111）12 月 27 日（金）まで 1月 6日（月）から

住民票・戸籍謄抄本・
印鑑証明の交付のみ －

◎臨時窓口を開設します。
1月 4日（土）9：00 ～ 16：00
（詳細は１４ページをご覧ください）

婚 姻・ 出 生・ 死 亡 届 宿直室で受け付けます。

資

源

ご

み

古

紙

類

可

燃

性

粗

大

ご

み

可

燃

ご

み

収集

定　期 12 月 27 日（金）まで 1月 6日（月）から

臨　時
(可燃ごみのみ )

収集日が月・木の区域：12 月 30 日（月）
収集日が火・金の区域：12 月 31 日（火）
 ※当日朝 8時までに出してください。

－

自己搬入
※清掃センターへ

（☎ 42 － 3803）

12 月 27 日（金）まで（8：45 ～ 17：00）
　◎臨時受入　12 月 30 日、31 日
　　　　　　　（両日とも 8：45 ～正午）

1月 6日（月）から

資
源
ご
み
ビ
ン
缶
類

不
燃
性
粗
大
ご
み

不

燃

ご

み

有

害

ご

み

収　集 12 月 27 日（金）まで 1月 6日（月）から

自己搬入
※リサイクルセンターへ

（☎ 45 － 8626）

12 月 27 日（金）まで（8：45 ～ 17：00）
　◎臨時受入　12 月 30 日、31 日
　　　　　　　（両日とも 8：45 ～正午）

1月 6日（月）から

はまるーぷバス（☎ 44 － 1140）12 月 30 日（月）まで 1月 4日（土）から

し 尿 く み 取 り（☎ 45 － 0304）12 月 30 日（月）まで 1月 6日（月）から

市 民 図 書 館（☎ 47 － 1099）12 月 27 日（金）まで 1月 4日（土）から

市 民 体 育 館（☎ 42 － 6770）12 月 28 日（土）まで 1月 4日（土）から

市民温水プール（☎ 44 － 5885）12 月 28 日（土）まで 1月 4日（土）14：00 から

市 民 会 館（☎ 47 － 1105）12 月 28 日（土）まで 1月 4日（土）から

文 化 ホ ー ル（☎ 44 － 1000）12 月 28 日（土）まで 1月 4日（土）から

海とくらしの史料館（☎ 44 － 2000）12 月 30 日（月）まで
29（日）・30 日（月）10：00 ～ 15：00

1 月３日（金）10：00 ～ 15：00
4 日（土）から平常

さかいポートサウナ（☎ 44 － 4060）12 月 30 日（月）・31 日（火）は
10：00 ～ 19：00（受付 18：30 まで）

1月 2日（木）・3日（金）は
10：00 ～ 15：00（受付 14：30 まで）、
4日（土）から平常

観 光 案 内 所（☎ 47 － 0121）年末年始も無休でご案内（9：00 ～ 17：00）

物産観光センター
みなとまち商店街

（☎ 47 － 3710）年末年始も無休で営業
（9：00 ～ 17：00　※ただし 12 月 31 日（火）は 9：00 ～ 15：00）

夢 み なとタワー（☎ 47 － 3800）年末年始も無休で開館
1月 1日（水）は展望室で 7：00 から初日の出を見るつどいを開催します。

水木しげる記念館（☎ 42 － 2171）年末年始も無休で開館
（9：30 ～ 17：00（受付 16：30 まで））

市民活動センター（☎ 47 － 1204）12 月 28 日（土）まで 1月 4日（土）から

市民総合ボランティアセンター（☎ 47 － 1206）12 月 28 日（土）まで 1月 4日（土）から

済生会境港総合病院（☎ 42 － 3161）12 月 27 日（金）まで 1月 6日（月）から

日曜休日応急診療所（☎ 47 － 1206）
12 月 29 日（日）、31 日（火） 1月 2日 ( 木 )、3 日 ( 金 )、5 日 ( 日 )

※診察時間　10：00 ～ 12：00　と　13：30 ～ 17：00

年末年始の業務のお知らせ年末年始の業務のお知らせ

9　平成２５年１２月



▼問い合わせ先

　財政課財政係

　（☎47－1012）

区　別 ２４年度決算額 ２３年度決算額 伸び率

自

主

財

源

市 税 37 億 5,615 万円 37 億 4,547 万円 0.3％

諸 収 入 12 億 9,433 万円 12 億 1,567 万円 6.5％

繰 越 金 4億 9,447 万円 5億 6,655 万円 ▲ 12.7％

使用料及び手数料 3億 8,552 万円 3億 9,932 万円 ▲ 3.5％

分担金及び負担金 2億 1,631 万円 2億 1,489 万円 0.7％

繰 入 金 6,962 万円 8,799 万円 ▲ 20.9％

寄 附 金 3,126 万円 2,487 万円 25.7％

財 産 収 入 1,405 万円 1,188 万円 18.3％

計 62 億 6,171 万円 62 億 6,664 万円 ▲ 0.1％

依

存

財

源

地 方 交 付 税 39 億 2,553 万円 40 億 1,298 万円 ▲ 2.2％

国 庫 支 出 金 20 億 316 万円 20 億 7,548 万円 ▲ 3.5％

市 債 10 億 8,390 万円 10 億 360 万円 8.0％

県 支 出 金 9億 7,489 万円 10 億 9,198 万円 ▲ 10.7％

譲与税・交付金 6億 3,139 万円 6億 8,961 万円 ▲ 8.4％

計 86 億 1,887 万円 88 億 7,365 万円 ▲ 2.9％

合　　計　 148 億 8,058 万円 151 億 4,029 万円 ▲ 1.7％

一般会計歳入一般会計歳入

一般会計歳入の状況一般会計歳入の状況

平成24年度決算の概要平成24年度決算の概要
　一般会計を中心に概要をお知らせします。

　平成 24 年度は、喫緊の課題であった公共施設の耐震化をはじめとする防災対策への取り

組み、また、保育施設の整備や第二中学校の改築など大規模な投資による子育て支援・教育

環境の充実などの施策に取り組みました。

　一般会計は、歳入から歳出を差し引いた額が 3億 1,068 万円の黒字、そこから翌年度に繰

り越すべき財源 1億 5,387 万円を除いた実質的な黒字額が 1億 5,681 万円となりました。

　市債（借金）残高も、120.8 億円（前年度比約 3.6 億円減）と、ピーク時の７割程度まで減少し、

「自立・持続可能な財政基盤の確立」への取組み成果が表れたものとなっています。

　特別会計については、左ページの表のとおりです。

　歳入総額は 148 億 8,058 万円

で、前年度より 2億 5,971 万円

（1.7%) 減収となりました。

　自主財源は、ふるさと納税に

よる寄附金が増えたものの、繰

越金、繰入金などの減により、

全体では 493 万円（0.1％）の

減収となりました。

　依存財源は、緊急雇用創出事

業による県支出金、譲与税・交

付金の減などにより、前年度比

2 億 5,478 万円（2.9%) の減収

となりました。

148 億 8,058 万円148 億 8,058 万円

自主財源自主財源
４２．１％４２．１％

依存財源依存財源
５７．９％５７．９％

市税
37 億 5,615 万円 (25.2%)
市民税、固定資産税、たばこ税など

諸収入
12 億 9,433 万円 (8.7%)
貸付金の元利収入など

繰越金
4 億 9,447 万円 (3.3%)
前年度から持ち越したお金

使用料及び手数料
3 億 8,552 万円 (2.6%)
市営住宅など公共施設の使用料や、

ごみ処理の手数料など

分担金及び負担金
2 億 1,631 万円 (1.5%)
福祉施設の利用に伴う個人負担金など、
特定の利益を受けた人に負担していた

だくもの
そのほか
1 億 1,493 万円 (0.8%)
寄附金、基金 ( 貯金 ) の取崩しなど

地方交付税
39 億 2,553 万円 (26.4%)
国税の一部を、市の財政状況など

に応じて交付されるお金

国庫支出金
20 億 316 万円 (13.5%)
市が行う事業に対する国

からの負担金や補助金

県支出金
9 億 7,489 万円 (6.5%)
市が行う事業に対する県

からの負担金や補助金

市債
10 億 8,390 万円 (7.3%)
投資事業などを行うために

借り入れたお金

譲与税・交付金
6 億 3,139 万円 (4.2%)
皆さんが国に納めた自動車重量税な

どから配分されるお金
歳　

入
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民生費
48 億 9,205 万円 (33.6%)
障がい者、高齢者、保育所

など福祉に関する経費

会計名 予算現額 収入済額

国民健康保険費 43 億 3,977 万円 43 億 758 万円

駐 車 場 費 3,250 万円 1億 1,008 万円

下 水 道 事 業 費 19 億 369 万円 19 億 369 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

232 万円 232 万円

介 護 保 険 費 32 億 6,232 万円 32 億 5,806 万円

土地区画整理費 6,816 万円 6億 1,699 万円

市 場 事 業 費 5,287 万円 4,253 万円

後期高齢者医療費 3億 4,826 万円 3億 4,728 万円

特別会計歳入歳出の状況特別会計歳入歳出の状況
市債残高・基金現在高の推移市債残高・基金現在高の推移

一般会計歳出の状況一般会計歳出の状況

　歳出総額は 145 億 6,990 万

円で、前年度より 7,592 万円

（0.5%) の減額となりました。

　緊急雇用創出事業の縮小など

により、労働費ほかが、前年度

比 1 億 3,307 万円（65.2%）の

大幅な減となりました。

　また、第二中学校の改築など

により、教育費が前年度比 1億

7,142 万円（13.5%）の増とな

りました。

区　別 ２４年度決算額 ２３年度決算額 伸び率

民 生 費 48 億 9,205 万円 47 億 6,832 万円 2.6％

公 債 費 16 億 1,466 万円 16 億 7,521 万円 ▲ 3.0％

土 木 費 15 億 9,006 万円 16 億 6,485 万円 ▲ 5.1％

総 務 費 15 億 1,665 万円 15 億 9,559 万円 ▲ 4.9％

教 育 費 15 億 1,166 万円 13 億 4,024 万円 13.5％

商 工 費 13 億 7,913 万円 13 億 3,143 万円 2.9％

衛 生 費 11 億 7,131 万円 12 億 3,464 万円 ▲ 5.1％

消 防 費 4億 5,310 万円 4億 5,503 万円 ▲ 0.4％

議 会 費 1億 8,590 万円 2億 1,380 万円 ▲ 13.1％

農 林 水 産 業 費 1億 8,445 万円 1億 6,271 万円 13.4％

労 働 費 ほ か 7,093 万円 2億 400 万円 ▲ 65.2％

合　　計 145 億 6,990 万円 146 億 4,582 万円 ▲ 0.5％

一般会計歳出一般会計歳出
145 億 6,990 万円145 億 6,990 万円

※普通会計（会計の組み方が自治体毎に異なる
ため、統計的に財政比較が可能な仮の会計とし
て用いられるものです。）

土木費
15 億 9,006 万円 (10.9%)
道路、公園整備や維持管理、市営住
宅の管理などに関する経費

公債費
16 億 1,466 万円 (11.1%)
市が借り入れた借金（市債）の
返済に関する経費

総務費
15 億 1,665 円 (10.4%)
課税徴収、市民窓口などに関する経費

教育費
15 億 1,166 万円 (10.4%)
小中学校や幼稚園、図書館、
公民館、体育施設などに関

する経費

商工費
13 億 7,913 万円 (9.4%)
各種資金融資、観光振興
などに関する経費

衛生費
11 億 7,131 万円 (8.0%)
健康診断、ごみ処理など

に関する経費

消防費
4 億 5,310 万円 (3.1%)
消防に関する経費

議会費
1 億 8,590 万円 (1.3%)
議会の運営に関する経費

農林水産業費
1 億 8,445 万円 (1.3%)
農業、水産業の振興などに

関する経費

労働費ほか
7,093 万円 (0.5%)
雇用対策と災害復旧に関す

る経費

歳　

出
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情報あらかると

　

今こ

年と
し

は
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
年と

し

だ
っ
た
。「
あ

ま
ロ
ス
症

し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

」
の
人ひ

と

も
、
こ
の
本ほ

ん

で
ピ
リ
オ

ド
が
打う

て
る
か
。
全ぜ

ん

１
５
６
話わ

を
振ふ

り
返か

え

る
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

人じ
ん

は
居い

眠ね
む

り
の
名め

い

人じ
ん

で
す
。
電で

ん

車し
ゃ

や
バ

ス
の
中な

か

で
は
目め

も
当あ

て
ら
れ
な
い
よ
う
な
姿

す
が
た

で

眠ね
む

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
苦く

る

し
そ
う
な
姿し

勢せ
い

で
。

　
「
た
と
え
明あ

日す

世せ

界か
い

が
滅ほ

ろ

び
よ
う
と
私

わ
た
し

は
今き

ょ

日う

林り
ん

檎ご

の
木き

を
植う

え
る
」。
老ろ

う

若
に
ゃ
く

の
世せ

代だ
い

が
一ひ

と

つ
の
言こ

と

葉ば

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
、
荒こ

う

野や

に
共

き
ょ
う

生せ
い

で
き
る
。

　

終お

わ
り
な
き
内な

い

戦せ
ん

が
続つ

づ

き
、
無む

数す
う

の
武ぶ

装そ
う

勢せ
い

力
り
ょ
く

や
海か

い

賊ぞ
く

が
跋ば

っ

扈こ

す
る
崩ほ

う

壊か
い

国こ
っ

家か

ソ
マ
リ
ア
。

そ
の
中な

か

に
平へ

い

和わ

な
独ど

く

立り
つ

国こ
っ

家か

が
あ
る
と
い
う
。

今こ
ん

月げ
つ

の
新し

ん

規き

・
寄き

贈ぞ
う

図と

書し
ょ

◇
動ど

う

物ぶ
つ

を
守ま

も

り
た
い
君き

み

へ　
　
　
（
高た

か

槻つ
き

成せ
い

紀き

）

◇
か
つ
お
節ぶ
し

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん　

　
（
宮み

や

内う
ち

泰た
い

介す
け

ほ
か
）

◇
ポ
ラ
ロ
イ
ド
伝で

ん

説せ
つ　

　
　
（
Ｃ
・
ボ
ナ
ノ
ス
）

◇
旅た

び

す
る
ニ
ホ
ン
ゴ　
　
　
　
　
（
渋し

ぶ

谷や

勝か
つ

己み

）

◇
た
た
か
う

－

日に

本ほ
ん

の
古こ

典て
ん

４　
（
久く

保ぼ

田た

淳
じ
ゅ
ん

）

◇
ぢ
ぢ
放ほ

う

談だ
ん

激げ
き

闘と
う

編へ
ん　
（
永え

い

六ろ
く

輔す
け

・
矢や

崎ざ
き

泰や
す

久ひ
さ

）

◇
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
闘

た
た
か

う　
　
（
有あ

り

田た

芳よ
し

生ふ

）

◇
県け

ん

民み
ん

健け
ん

康こ
う

管か
ん

理り

調
ち
ょ
う

査さ

の
闇や

み　
　
（
日ひ

野の

行こ
う

介す
け

）

◇
「
戦せ

ん

争そ
う

と
文ぶ

ん

学が
く

」
案あ

ん

内な
い　

（
浅あ

さ

田だ

次じ

郎ろ
う

ほ
か
）

◇
立た

ち
上あ

が
る
ヒ
ロ
シ
マ
１
９
５
２　
（
岩い

わ

波な
み

）

◇
ほ
と
け
を
造つ

く

っ
た
人ひ

と

び
と　
　
（
根ね

立だ
ち

研け
ん

介す
け

）

◇
新し

ん

訳や
く

紅こ
う

楼ろ
う

夢む

１　
　
　
　
　
　
　
（
曹そ

う

雪せ
つ

芹き
ん

）

◇
人じ

ん

物ぶ
つ

落ら
く

語ご

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　
　
（
保や

す

田だ

武た
け

宏ひ
ろ

）

◇
原げ

ん

色
し
ょ
く

日に

本ほ
ん

島し
ま

図ず

鑑か
ん　

　
　
　
　
（
加か

藤と
う

庸よ
う

二じ

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
、
計け

い

５
０
０
冊さ

つ

☆
貸か

し

出だ
し

冊さ
つ

数す
う

・
期き

間か
ん　

１ひ
と
り人

５
冊さ

つ

・
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

☆
絵え

本ほ
ん

・
児じ

童ど
う

書し
ょ　

新し
ん

刊か
ん

書し
ょ

の
ほ
か
、
読よ

み
継つ

が
れ
て
き
た
名め

い

著ち
ょ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

☆
大だ

い

活か
つ

字じ

本ぼ
ん　

大お
お

き
な
活か

つ

字じ

本ぼ
ん

が
あ
り
ま
す
。

図書館に行こう図書館に行こう！！ ◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

１０時
じ

～午
ご

後
ご

６時
じ

 ◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

週
しゅう

月
げつ

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

（市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

　☎47-1099　ホームページアドレス http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/）

が
打
て

か

全

話

振
『あまちゃん

　　　メモリアルブック』

　　　　ＮＨＫ

『世
せ

界
かい

が認
みと

めた

　　　ニッポンの居
い

眠
ねむ

り』

　ブリギッテ・シテーガ

『たとえ明
あ

日
す

世
せ

界
かい

が

　　　　滅
ほろ

びようとも』

　　　藤
ふじ

原
わら

 新
しん

也
や

『謎
なぞ

の独
どく

立
りつ

国
こっ

家
か

　　　　-ソマリランド』

　　　高
たか

野
の

 秀
ひで

行
ゆき

　

江
戸
末
期
、
海
防
に
意
識
が
高
ま
っ
て

き
た
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
砲
台
が

築
か
れ
た
お
台
場
は
、
境
港
の
近
代
化
へ

の
道
程
を
見
つ
め
て
き
た
場
所
で
す
。

　

お
台
場
築
造
当
時
を
、
渡
村
の
庄
屋
、

泉
屋
治じ

右う

衛え

門も
ん

は
「
永
代
記
録
帳
」
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
７
月
唐
人
の
手
当
て
と
し
て
国
々
御

台
場
出
来
。
浜
之
目
で
は
上
道
村
端
に
横

20
間･

南
北
１
８
０
間
、
高
さ
３
丈
。
中

は
砂
、
縁
は
芝
で
固
め
る
。
11
月
20
日
出

来
る
。
大
筒
据
え
る
。
唐
人
来
た
時
は
防

戦
と
、
日
頃
の
武
芸
稽
古
の
御
諭
し
。」

　

黒
船
の
来
襲
も
な
く
、明
治
維
新
後「
上

道
御
台
場
」
は
、
明
治
３
年
に
境
町
町
制

施
行
に
よ
っ
て
「
境
台
場
」
と
変
わ
り
ま

す
。
明
治
30
年
、
境
町
に
代
金
５
０
５
円

５
銭
で
払
い
下
げ
ら
れ
、
台
場
公
園
と
な

り
ま
し
た
。

　

山
陰
最
古
の
灯
台
が
明
治
28
年
、
明
治

42
年
に
境
測
候
所
暴
風
雨
標
柱
、
大
正
11

年
に
内
務
省
港
湾
修
築
事
務
所
、
昭
和
３

年
に
忠
魂
碑
と
次
々
と
公
共
施
設
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
園
と
な
っ
た
境
台
場
で
は
、

弓
浜
連
合
体
育
大
会
、
中
等
学
校
陸
上
選

手
権
大
会
、
野
球
、
自
転
車
競
走
、
競
馬
、

闘
牛
、
相
撲
、
地
域
の
運
動
会
な
ど
各
種

の
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

左
上
写
真
に
見
え
る
鉄
塔
の
暴
風
雨
標

柱
や
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
当
時
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ 

浩
ひ
ろ
し

）

台場公園 ( 昭和４０年 )

台場公園入口付近 ( 現在 )

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜
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　公的機関の職員を装って電話をかけ、個人情報を巧

みに聞き出したり、ＡＴＭを操作させて振り込みを指

示する手口が発生しています。

《事例１》

　国税局の職員と名乗って電話がかかり、国税調査の

ためだと言われたので年齢や家族構成を聞かれるまま

に答えてしまったが怪しくないか。

《事例２》

　市役所の保険課を名乗った電話がかかり、「払い過

ぎた医療費があるので還付手続きの書類を送ってい

る。すでに手続き期限が過ぎているので、早急に手続

が必要」とコンビニのＡＴＭへ行くよう指示されたが

本当だろうか。

《事例３》訪問するケース

　水道局の名札を付けて訪ねてきた男性。水道メー

ターが古くなっているので取替が必要と言われ、本来

取替費用は無料であるのに、自己負担分としてお金を

請求された。

【アドバイス】

◇公的機関が電話で個人情報の提供を求めたり、還付

　金受け取りのためにＡＴＭの操作を指示することは

　ありません。

◇怪しい電話や訪問を受けた場合は、即答を避け、相

　手の連絡先を調べて事実かどうか確認しましょう。

　境港市役所（☎44－2111）、米子税務署（☎32

　－4121）、米子市水道局（☎32－6111）

◇困った時は、すぐにご相談ください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

公的機関をかたる手口にご注意を

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106 FAX 44 － 7957）

139 124消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
お忘れなく！

固 定 資 産 税 ４ 期
国 民 健 康 保 険 税 ６ 期
後期高齢者医療保険料６期
の納期限は

　１月６日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

改正道路交通法が施行されました

北朝鮮人権侵害問題啓発週間

　拉致問題について、当初は否定していた北朝鮮で

すが、平成１４年９月、その事実を認め、謝罪しまし

た。そして、１カ月後には拉致被害者のうち５人の帰

国が実現しました。しかし、他の拉致被害者について

は、いまだに北朝鮮当局から納得のいく説明はありま

せん。このような中、私たち一人一人が関心を持ち、

解決を願う声を上げることが、大きな国際世論となり、

早期実現への支援となります。

（拉致問題啓発ポスター）

◆自転車利用者対策

　自転車等の軽車両が道路右側の路測帯を通行することは禁止

になりました。警察官による運転中止命令など、ブレーキ不良

自転車への指導が強化されました。

◆悪質・危険運転者対策

　無免許運転、その下命・容認、運転免許証の不正取得への罰

則が「１年以下の懲役又は３０万円以下の罰金」から「３年以

下の懲役又は５０万円以下の罰金」に引き上げられました。

※無免許運転ほう助行為（自動車等の提供行為、同乗行為）の

禁止規定、罰則規定の新設などの改正も行われました。

▼問い合わせ先　境港警察署交通課（☎４４－０１１０）

～ １２月１０日から１６日までの１週間 ～

　北朝鮮による日本人拉致問題やその他の人権侵害問

題について、国民の関心と認識を深めることを目的と

する週間です。

13　平成２５年１２月



informationinformation

年
始
に
お
け
る
住
民
票
等

交
付
の
臨
時
窓
口

　

住
民
票
な
ど
の
交
付
を
行
う
窓
口

を
臨
時
に
開
設
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
内　

容

　

住
民
票
、
戸
籍
の
謄
抄
本
お
よ
び

附
票
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
の
み

▼
持
参
す
る
も
の

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑
登

録
証
（
印
鑑
証
明
の
場
合
の
み
）

※
申
請
資
格
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
戸
籍
の
届
出
（
宿
直
室
対
応
）
を

除
く
、
そ
の
他
の
窓
口
業
務
は
行
い

ま
せ
ん
。

※
12
月
27
日
（
金
）
に
電
話
予
約
す

れ
ば
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
、
税

関
係
の
証
明
書
は
年
末
年
始
の
間
も

受
け
取
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

高
齢
者
の
所
得
税

障

害

者

控

除

　

65
歳
以
上
で
次
の
状
態
に
該
当
す

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
所
得
税
お
よ

び
地
方
税
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
市
の
認
定
が
必
要
で

す
。
結
果
は
、
認
定
調
査
後
に
郵
送

し
ま
す
。
認
定
書
は
、
確
定
申
告
時

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

◇
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が
あ

　

り
、
そ
の
程
度
が
精
神
ま
た
は
身

　

体
障
が
い
者
に
準
ず
る
人

◇
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
食
事
・

　

排
便
等
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ

　

る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

社

会

保

険

料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保

険
料
控
除
を
申
告
す
る
に
は
、
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
等
の
添

付
が
必
要
で
す
。（
10
月
１
日
以
降

に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た

人
は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
予
定
）

　

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き

は
、
納
付
し
た
人
が
社
会
保
険
料
控

除
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
が
手
元
に
無
い
場
合

や
、
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
た
場
合

は
、
領
収
書
を
提
出
す
る
か
、
日
本

年
金
機
構
で
控
除
証
明
書
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７
）

◇
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

寄
附
金
税
額
控
除
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
市
民
税
の
税

額
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

▼
現
在
対
象
の
も
の

◇
都
道
府
県
、
市
区
町
村
へ
の
寄
附

　

金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

◇
鳥
取
県
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十

　

字
社
鳥
取
県
支
部
へ
の
寄
附
金

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
も
の

◇
境
港
市
が
条
例
で
定
め
る
寄
附
金

　
（
所
得
税
で
寄
附
金
控
除
対
象
と

　

な
る
も
の
の
う
ち
、
県
内
に
事
務

　

所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
法
人
、

　

団
体
に
対
す
る
寄
附
金
）

※
学
校
の
入
学
に
関
す
る
も
の
を
除

く
。

【
例
】
独
立
行
政
法
人
、
公
益
財
団

法
人
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

※
今
年
１
月
１
日
以
降
に
支
出
し
た

寄
附
金
が
対
象
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

　

月
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
３
３
５
、３

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
各
公

民
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送　

午
前
10
時
〜
議
会
終
了

◇
録
画
放
送
（
繰
り
返
し
）

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
深
夜
２
時

※
放
送
時
間
は
変
更
の
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
８
）

 

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

畳新畳・表替
・裏返し

中野町－市民体育館横
☎４２－６３７３

足立 畳装飾店

12 月 4 日（水）
本会議　◇市政概要報告

　　　　◇２４年度決算審査特別委員長報告

　　　　◇議案上程　ほか

9 日（月） 本会議　◇一般質問

 10 日（火） 本会議　◇一般質問

11 日（水）
本会議　◇一般質問
　　　　◇請願陳情上程　ほか

12 日（木） 常任委員会

13 日（金） 特別委員会

17 日（火） 本会議　◇各委員長報告　ほか

12
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informationinformation

特
別
医
療
費
受
給
者
の

医
療
費
の
払
い
戻
し

　

来
年
１
月
か
ら
、
特
別
医
療
費
の

市
役
所
で
の
払
い
戻
し
方
法
が
、
現

金
か
ら
口
座
振
込
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
領
収
書

　

等
（
金
額
、
患
者
名
、
受
診
日
ご

　

と
の
保
険
点
数
、
領
収
日
・
領
収

　

印
の
あ
る
も
の
、レ
シ
ー
ト
不
可
） 

◇
健
康
保
険
証 

◇
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

◇
印
章
（
ス
タ
ン
プ
、ゴ
ム
印
不
可
）

◇
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が

　

わ
か
る
も
の

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

成

人

式

　

平
成
25
年
度
境
港
市
成
人
式
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
と　

き　

来
年
１
月
12
日
（
日
）

◇
受　

付

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

◇
開　

式　

午
後
１
時
30
分

※
式
典
は
約
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

※
12
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
案
内
状

が
届
か
な
い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

選

挙

人

名

簿

の

登

載

申

請　

  

　

来
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
は
、
来
年
３
月
31
日

に
確
定
し
、
再
来
年
３
月
30
日
ま
で

の
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
申
請
し

な
い
と
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
要　

件

◇
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
６
年

　

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

◇
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

　

作
の
業
務
を
営
む
人

◇
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
と
同
居
す

　

る
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

　

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
、
耕
作

　

に
従
事
す
る
人

◇
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す

　

る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た

　

は
社
員
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

　

以
上
耕
作
に
従
事
す
る
人

▼
申
請
期
限

　

来
年
１
月
10
日
（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

有　

料　

広　

告

種 別 測 量・設 計 土　　木 土　　木 機械・電気設備

工 事 名
西工業団地排水路改
修工事「測量・地質
調査・設計業務委託」

余子 175 号線
改良工事

中浜 63 号線
改良工事

弥生団地マンホールポ
ンプ築造工事（機械・
電気設備）

入 札 日 10 月 16 日 10 月 23 日 10 月 23 日 10 月 24 日

予定価格 13,723 千円 15,297 千円 22,550 千円 10,854 千円

落 札 額 9,898 千円 14,700 千円 21,945 千円 9,775 千円

落 札 率 72.1％ 96.1％ 97.3％ 90.1％

落 札 者
㈱ウエスコ
境港営業所

㈲松本組
境港支店 ㈲足立組

新明和工業㈱流体事業
部営業本部中国支店

種 別 土　　木 土　　木 土　　木 土　　木 土　　木

工 事 名
松ヶ枝町汚水枝線
（その２）工事

境港 2号汚水幹線
築造工事（11 工区）

市道渡 41 号線外
1路線側溝改修工事

夕日ヶ丘公園墓地
整備工事（その 2）

夕日ヶ丘公園墓地
整備工事（その 3）

入 札 日 10 月 24 日 10 月 25 日 10 月 29 日 10 月 29 日 10 月 29 日

予定価格 29,719 千円 117,057 千円 24,014 千円 121,783 千円 71,871 千円

落 札 額 28,875 千円 113,400 千円 23,772 千円 119,175 千円 68,985 千円

落 札 率 97.2％ 96.9％ 99.0％ 97.9％ 96.0％

落 札 者 ㈲角建設
環建・木下建設特定
建設工事共同企業体

都田・箕矢組建設特定
建設工事共同企業体

ウオタニ・佐藤産業特
定建設工事共同企業体

美保テクノス㈱
境港営業所

15　平成２５年１２月
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ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

帰
省
さ
れ
る
親
族
、
友
人
な
ど
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」は
生
ま
れ
育
っ

た
「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
」、

「
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
、
寄
附
す
る
こ
と

に
よ
り
形
に
す
る
も
の
で
す
。
境
港

市
に
以
前
お
住
い
に
な
っ
た
人
、
境

港
市
を
応
援
し
た
い
人
な
ど
、
ど
な

た
で
も
境
港
市
へ「
ふ
る
さ
と
納
税
」

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、
そ
の

年
の
所
得
税
と
翌
年
度
の
住
民
税
が

一
定
限
度
額
ま
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

年
末
は
忘
年
会
等
で
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
安
全
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

▼
運
動
期
間

　

12
月
10
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）

▼
運
動
の
重
点

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

　

止
◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
全
て
の
座

　

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
使

　

用
の
徹
底

◇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

　

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

消

防

出

初

式

　

消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
分
列
行
進
、

一
斉
放
水
な
ど
日
ご
ろ
の
訓
練
ぶ
り

を
披
露
し
ま
す
。

　

ま
た
、
午
前
８
時
に
市
内
全
域
で

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
12
日
（
日
）

【
表
彰
式
】
午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

【
訓　

練
】
午
前
11
時
〜

◇
と
こ
ろ　

隠
岐
汽
船
乗
場

　

車
両
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

【
粗
大
ご
み
の
有
料
収
集
サ
ー
ビ
ス
】

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
と
３
、６
、９
、

12
月
の
第
３
日
曜
日
の
午
前
中
に
、

粗
大
ご
み
の
有
料
収
集
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
収
集
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
料　

金　

１
回
の
収
集
に
つ
き
千

円
と
10
㎏
ご
と
に
１
７
０
円
の
処
理

料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

来
年
２
月
９
日
（
日
）
実
施
予
定

の
境
港
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

選
挙
に
立
候
補
予
定
の
人
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

有　

料　

広　

告

～皆さんの意見を募集します～

　境港市空家の適正管理に関する条例（仮称）の骨子等を

まとめましたので、皆さんの意見を募集します。　

▼資料閲覧場所

　各公民館、なぎさ会館、しおさい会館、都市整備課、市

ホームページ

▼募集期間　１２月１０日（火）～来年１月８日（水）

▼応募方法

　意見、住所、氏名、連絡先を明記の上、郵送・ファクシ

ミリ・電子メールのいずれかで提出するか、持参してくだ

さい。（様式不問）

※電話での受付は行いません。

※意見に対して個別に回答はしませんが、検討内容をとり

まとめ、後日公表します。

▼提出・問い合わせ先

　〒６８４－８５０１　境港市上道町３０００番地

　都市整備課都市政策係

　☎４７－１０６５　FAX４４－３００１

　Mail toshiseibi@city.sakaiminato.lg.jp

◎毎月第３日曜日 ≪家庭系ごみの受け入れ≫

　   12 月 15 日（午前 9時～正午）

◎年末の可燃ごみ臨時収集

　12月 30 日（月）　月・木コース
　12月 31 日（火）　火・金コース
※施設へのごみ持ち込みは午前 8時 45 分～正午（両日）

◎可燃ごみの祝日収集 ≪１２月、１月の対象日≫

　12月 23 日（月・天皇誕生日）
　1月 13 日（月・成人の日）
　※当日は施設へのごみ持ち込みはできません。

市報さかいみなと　16
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有　

料　

広　

告

　住民基本台帳閲覧者一覧　（平成24年11月～25年10月）
　法令に基づき、下記のとおり公表します。　　　 ▼問い合わせ先　市民課市民係　（☎４７－１０３３）

閲覧目的 閲覧者名 閲覧日 閲覧範囲

家族の法制に関する世論調査 内閣府大臣官房政府広報室
平成 24 年
11 月 13 日

20 歳以上（平成 4年 11 月末日以前生まれ）
の人から 15 件

食育に関する意識調査
内閣府政策統括官（共生社会政策
担当）付参事官 ( 食育推進担当 )

平成 24 年
11 月 13 日

20 歳以上（平成 4年 12 月 1 日以前生まれ）
の人から 12 件

男女共同参画に関する市民意識調査 境港市
平成 24 年
11 月 21 日

平成 24 年 10 月 15 日で 20 歳以上の人か
ら 1000 件

全国たばこ喫煙者率調査 日本たばこ産業株式会社
平成 25 年
1 月 10 日

大正 12 年 5 月 1 日から平成 5年 4月 30
日生まれの人から 20 件

鳥取県民ライフスタイル意識調査 鳥取県
平成 25 年
1 月 16 日

20 歳以上 ( 平成 4年 4月 1日以前生まれ）
の人から 240 件

国語に関する世論調査 文化庁文化部国語課
平成 25 年
2 月 6日

16 歳以上（平成 9年 2月末日以前生まれ）
の人から 15 件

自衛官の募集に伴う広報（自衛隊法第
97 条）

自衛隊鳥取地方協力本部
平成 25 年
4 月 17 日

平成 7年 4月 2日から平成 8年 4月 1日
生まれの人

  ○市税等における延滞金の割合が変わります○
　　国税における延滞税の見直しに合わせ、来年１月１日以降の期間に対応

　する市税等における延滞金の割合が、次の表とおりに変わります。

　　◇特例の割合が境港市税条例の本則における割合を超える場合には、本則の割合を適用します。

　　　（納期限の翌日から１カ月を経過する日までは７．３％、納期限1カ月を過ぎた日からは１４．６％）

　（※１）特例基準割合については次のとおりです。

　　　　【現行】各年の前年の１１月３０日時点の商業手形の基準割引率に４％を加算した割合

　　　　【改正後】財務大臣が告示する国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利の当該年の前々年10月から前年9月ま

　　　　　　　　 でにおける平均に、１％を加算した割合　

　（※２）介護保険料、後期高齢者医療保険料については、納期限の翌日から３月を経過する日までとなります。

現行（平成２５年１２月３１日まで） 改正後（平成２６年１月１日以降）

特　例
現行の特例による平成２５
年中の割合

特　例
【参考】特例基準割合を２％
と仮定した場合の割合

納期限の翌日から１カ月
を経過する日まで（※２）

特例基準割合 ( ※１) ４．３％
特例基準割合 (※１)

＋１％
３％

納期限 1カ月を過ぎた日
から

なし １４．６％
特例基準割合 (※１)

＋７．３％
９．３％

▼問い合わせ先

　収税課収納係（☎４７－１１１３）

17　平成２５年１２月
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農
業
委
員
会
情
報

【
農
用
地
区
域
】

　

優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
の
た
め
、

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
い
て
、
境
港
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
の
中
で
は
農
業
振

興
上
の
利
用
を
図
っ
て
い
く
地
域
を

「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
は
、
原
則
と
し
て
農

業
用
途
以
外
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
地
転
用
す
る
際
は
、
申
請
前
に

申
請
地
が
農
用
地
区
域
で
あ
る
か
を

商
工
農
政
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

鳥
類
を
飼
育
し
て

い

る

皆

さ

ん

へ

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
カ
モ
類

な
ど
の
渡
り
鳥
が
運
ん
で
く
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
渡
り

鳥
が
飛
来
す
る
時
期
の
た
め
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
鳥
の
様
子
を
毎
日
観
察
す
る

◇
野
鳥
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

・
放
し
飼
い
を
せ
ず
、
鳥
小
屋
の
中

　

で
飼
う

・
鳥
小
屋
は
防
鳥
ネ
ッ
ト
で
覆
う

◇
鳥
小
屋
は
清
潔
に
し
、
定
期
的
に

　

消
毒
す
る

◇
餌
や
飲
み
水
は
毎
日
新
鮮
な
も
の

　

を
与
え
、
野
鳥
が
飛
来
す
る
河
川

　

や
池
の
水
を
与
え
な
い

◇
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
次
々

　

と
鳥
が
死
ん
で
し
ま
う
な
ど
の
異

　

常
が
鳥
に
見
ら
れ
た
ら
、
連
絡
し

　

て
く
だ
さ
い

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鶏
卵
や
鶏

肉
を
食
べ
る
こ
と
で
人
が
感
染
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

◇
鳥
取
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
62
‐
０
１
４
０
）

◇
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環

　

境
局
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
２
０
）

工
業
統
計
調
査
の
実
施

　

今
年
12
月
31
日
現
在
で
「
工
業
統

計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
活

動
実
態
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日

◇
大　

人　

５
０
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
０
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日　

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
休
館
日

　

来
年
１
月
１
日
は
休
館
日
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

～休日検診をご利用ください～
　　平日忙しくて検診を受けにくい人のために、休日検診を実施します。

　事前に電話または窓口で申し込みが必要（先着順）ですので、ご注意ください。

検診名 乳がん 胃がん 肺がん 大腸がん 特定・長寿・一般

対　象 市の各種健康審査受診券または無料クーポン券が届いている人

と　き

来年１月２６日（日）

午前 8時 40 分
～ 11 時

午前 8時～ 11 時
午前 8時 30 分
～ 11 時

午前 8時～ 11 時 午前 9時～ 11 時

ところ 保健相談センター

定　員 28 人 50 人 な し な し 60 人

料　金 受診券に記載していますので、ご確認ください

持参するもの
◇受診券（切り離さず持参してください）
◇健康手帳（持っている人のみ）
◇受診券に記載のお金（おつりがないようにご準備ください）

その他

視触診とマンモグ
ラフィのセット検
診を行います。

検診前日の午後 9
時以降は絶飲食で
お越しください。

肺がん検診のみの
場合、予約は必要
ありません。

希望される人には
事前に採便キット
を送りますので、
当日持参してくだ
さい。

受診前 10 時間以
内は、水以外の飲
食物をとらないで
ください。

▼問い合わせ先　

　子育て健康推進課健康推進室　

　（☎４７－１０４１・１０４３）

有　

料　

広　

告
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夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
】

▼
と　

き

　

12
月
21
日
（
土
）
〜
25
日
（
水
）

　

午
後
４
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

タ
ワ
ー
展
望
室

※
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
12
月
25
日
（
水
）
ま
で

【
映
画
上
映
】

　

モ
ン
ス
タ
ー
ズ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

▼
と　

き　

12
月
22
日
（
日
）

　

①
午
前
10
時
〜

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
シ
ア
タ
ー

▼
料　

金　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
入
館

料
の
み
（
大
人
３
０
０
円
、
小
中
学

生
１
５
０
円
、
幼
児
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

新

春

の

つ

ど

い

　

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
新

春
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
希
望
者
は
、
会
費
を
添
え
て
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
会　

費　

４
０
０
円

※
酒
類
の
飲
食
は
行
い
ま
せ
ん

▼
申
込
期
限　

12
月
12
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
秘
書
課　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
５
）

◇
各
公
民
館

第
３
回
境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

　

境
港
の
魚
の
達
人
を
育
成
す
る
検

定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
26
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

３
階
大
ホ
ー
ル　
　

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料　

千
円

▼
冊
子
代

　
「
境
の
さ
か
な
２
０
１
３
」
千
円

（
冊
子
の
み
注
文
の
場
合
、
送
料
別

途
３
０
０
円
が
必
要
）

▼
受
験
内
容

　

達
人
検
定
（
初
級
レ
ベ
ル
）、ス
ー

パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
レ
ベ
ル
）

▼
申
込
期
間　

12
月
９
日
（
月
）
〜

来
年
１
月
20
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
６
６
６
８
）

社
会
保
険
労
務
士

に
よ
る
年
金
相
談

▼
と　

き

　

12
月
11
日
（
水
）、１
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
・
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

　

12
月
26
日
（
木
）、１
月
31
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

地
域
の
水
産
資
源

活

用

セ

ミ

ナ

ー

　

鳥
取
県
の
水
産
資
源
の
活
用
事
例

の
報
告
や
、
先
進
地
事
例
の
講
演
か

ら
、
産
学
官
の
連
携
を
学
び
ま
す
。

▼
対　

象　

地
域
の
水
産
資
源
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど

▼
と　

き　

12
月
20
日
（
金
）

　

午
後
３
時
〜
５
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

３
階
大
ホ
ー
ル

▼
講　

演　
「
水
産
物
の
高
価
値
流

通
を
実
現
す
る
技
術
革
新
〜
近
未
来

の
活
気
あ
る
水
産
業
へ
の
取
組
み
」

▼
講　

師　

木
村
郁い
く

夫お

さ
ん
（
鹿
児

島
大
学
水
産
学
部
水
産
学
科
食
品
・

資
源
利
用
分
野
教
授
）　

▼
定　

員　

１
０
０
人
程
度

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
大
学
産
学
・
地
域
連
携
推
進

機
構

　
（
☎
０
８
５
７
‐
31
‐
６
７
１
７
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
お
菓
子
を
作
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
人

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

12
月
20
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
食
材
費
２
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課
健
康
推
進
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

食
生
活
改
善
講
座

　
「
減
塩
」と「
野
菜
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
」

の
普
及
！
を
テ
ー
マ
に
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で

い
く
講
座
で
す
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
16
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
生
活
習
慣
病
予
防
の
お
話

◇
正
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

◇
調
理
実
習

◇
運
動
実
践

▼
募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
申
込
期
限　

来
年
１
月
10
日（
金
）　

▼
受
講
料　

無
料

※
受
講
者
に
は
テ
キ
ス
ト
を
お
渡
し

し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
家

で
飲
ん
で
い
る
み
そ
汁
、三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
推
進
課
健
康
推
進
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ

ン

タ

ー

講

演

会

▼
と　

き　

12
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

▼
演　

題　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る

人
・
う
け
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち

▼
講　

師　

西
村
敏び
ん

さ
ん
（
脳
外
傷

友
の
会
ら
ぶ
代
表
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
６
）

催催  

しし
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『
家
庭
の
日
』絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

作

品

巡

回

展

示

　

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
は
第

３
日
曜
日
を
家
庭
の
日
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
啓
発
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
絵
画
作
品

を
募
集
し
、
入
賞
作
品
の
巡
回
展
示

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

12
月
13
日
（
金
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー 

※
火
曜
日
休
館

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
ど
も
わ
い
わ
い

カ

ー

ニ

バ

ル

▼
と　

き　

来
年
１
月
12
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【『
子
ど
も
フ
リ
マ
』
出
店
者
募
集
】

　

出
展
希
望
者
は
、
必
ず
事
前
説
明

会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
前
説
明
会

◇
対　

象　

小
学
生

　
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◇
と　

き　

12
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

◇
募　

集　

15
組
（
先
着
順
）

◇
出
店
料　

５
０
０
円

◇
申
込
期
限　

12
月
21
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場

（
☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
宮
本
美
香w

ith

長
田
ト
シ
ツ
グ

　
　

サ
ッ
ク
ス
と
ギ
タ
ー
の
奏
で
〜

▼
と　

き　

12
月
13
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
（
飲
み
物
は
有
料
）

▼
出　

演

　

宮
本
美
香
（
サ
ッ
ク
ス
）、
長
田

ト
シ
ツ
グ
（
ギ
タ
ー
）

▼
曲　

目

　

マ
イ
・
フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
・
シ
ン

グ
ス
〜
宮
本
美
香
の
お
気
に
入
り
〜
、

歓
喜
の
歌
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

関
西
広
域
で
考
え
る
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

生
活
面
や
経
済
面
で
つ
な
が
り
の

深
い
関
西
の
男
女
共
同
参
画
団
体
の

取
組
や
、
府
県
等
の
施
策
、
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容　

【
１
月
17
日
（
金
）】

　

午
後
０
時
30
分
〜

◇
開
会
式

◇
基
調
講
演

・
講
師　

樋
口
恵
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の

会
理
事
長
）

◇
分
科
会

【
１
月
18
日
（
土
）】

　

午
前
９
時
45
分
〜

◇
分
科
会
報
告
・
鼎て
い

談だ
ん

・
テ
ー
マ
「
人
口
激
減
社
会
で
の
地　

　

域
の
活
性
化
を
考
え
る
」

　

〜
女
性
の
能
力
活
用
と
多
様
な
生

　

き
方
が
紡
ぐ
社
会
の
可
能
性
〜

▼
と
こ
ろ　

倉
吉
未
来
中
心
ほ
か

▼
参
加
費　

千
円
（
２
日
間
）

▼
申
込
期
限　

12
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

関
西
広
域
で
考
え
る
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　
（
☎
０
８
５
８
‐
26
‐
６
１
８
５
）

女
性
農
業
者
の
集
い

　

女
性
農
業
者
が
集
い
、
仲
間
づ
く

り
と
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

女
性
農
業
者
等
、
活
動
の
趣
旨
に

理
解
・
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第
７
会
議
室

▼
内　

容

◇
体
験
発
表
（
６
次
産
業
化
事
業
、

　

新
規
就
農
、
家
族
経
営
協
定
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◇
交
流
会
（
食
事
会
）

▼
参
加
費　

千
円（
交
流
会
参
加
者
）

▼
申
込
期
限　

１
月
15
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
農
業
者
の
集
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
鳥
取
県
西
部
農
業
改
良
普

及
所
内
） 

（
☎
31
‐
９
６
９
１
）

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

冬
休
み
お
は
な
し
会

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

12
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
２
階
和
室

▼
内　

容

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会　

足
立

さ
ん　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
０
７
６
）

行

政

事

務

嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
一
般
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

◇
家
庭
相
談
員
（
１
人
）

◇
消
費
生
活
専
門
相
談
員
（
１
人
）

◇
レ
セ
プ
ト
点
検
員
（
２
人
）

◇
保
育
士
（
１
人
程
度
）

◇
図
書
館
司
書
（
４
人
）

◇
学
校
主
事
（
２
人
）

◇
学
校
調
理
師
（
３
人
）

◇
公
民
館
主
事
（
６
人
）

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

▼
応
募
期
限　

来
年
１
月
15
日（
水
）

▼
試
験
日　

来
年
１
月
25
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

短

期

水

泳

教

室

▼
対　

象　

３
〜
12
歳

▼
と　

き

　

12
月
22
日
（
日
）
〜
27
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

※
25
日
（
水
）
は
除
く

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
目　

的　

水
慣
れ
〜
４
種
目

▼
料　

金
（
保
険
料
を
含
む
）

◇
一　

般　

５
０
０
０
円

◇
会　

員　

４
５
０
０
円

▼
定　

員　

30
人

▼
申
込
期
限　

12
月
16
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

募募  

集集
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鳥
取
県
立
産
業
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
米
子
校
生
徒

　

就
職
の
た
め
に
技
能
習
得
、
資
格

取
得
を
め
ざ
す
人
の
た
め
の
県
立
職

業
能
力
開
発
校
の
生
徒
を
募
集
し
ま

す
。

▼
科
名
・
期
間
・
取
得
資
格
な
ど

▼
授
業
料

　

年
間
11
万
１
６
０
０
円
（
減
免
制

度
あ
り
）

▼
対
象
・
出
願
手
続
き

　

来
年
４
月
１
日
に
41
歳
以
下
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◇
高
校
新
規
卒
業
見
込
者
（
願
書
等

　

を
米
子
校
へ
直
接
提
出
）

◇
右
記
以
外
で
18
歳
以
上
の
求
職
中

　

の
人
（
米
子
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就

　

職
相
談
を
受
け
、
受
講
指
示
、
推

　

薦
等
の
受
付
処
理
さ
れ
た
願
書
等

　

を
米
子
校
に
提
出
）

※
自
動
車
整
備
科
は
高
卒
以
上

▼
募
集
期
間　

来
年
１
月
６
日（
月
）

〜
２
月
３
日
（
月
）

▼
試
験
日　

来
年
２
月
14
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
立
産
業
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
米
子
校　
（
☎
24
‐
０
３
７
１
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入

学
）
の
学
生
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
、
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
等
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

来
年
２
月
28
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
７
‐
37
‐
２
３
５
１
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

〜
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
＆
教
室
〜

◇
と　

き　

12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

聖
心
幼
稚
園

◇
定　

員　

先
着
30
組

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
毎
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
園

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

び

さ

い

交

流

会

▼
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
さ
ん
に
よ
る

「
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
」

◇
と　

き　

12
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

◇
対　

象

　

予
防
接
種
後
48
時
間
経
っ
て
い
る

　

子
ど
も

◇
と　

き　

12
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◇
持
参
す
る
も
の

　

バ
ス
タ
オ
ル

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り

▼
巡
回
子
育
て
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

　

ひ
ま
わ
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て

出
掛
け
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。

◇
と　

き　

12
月
10
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

外
江
公
民
館

※
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
は
な
し
、
手
遊
び
う
た

な
ど
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

 　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

科　　名 期間 取得資格・技能等

自動車整備科 ２年
２級自動車整備士、
溶接技能、危険物取
扱者など

設計・インテ

リア科
１年

ＣＡＤトレース技能、
インテリアコーディ
ネーターなど

デザイン科 １年
Ｗｅｂクリエーター、
色彩検定など

内　容　（担当団体名） と　こ　ろ と　　き 対　象

絵本とお話の部屋
（おはなしポケットの会）

市民図書館
来年１月４日

（毎月第１土曜日）
14：00

～

15：00

幼　児

～

大　人

絵本と紙しばいを楽しむ会
（なぎさ会） 市民活動センター

（市民会館１階）

１２月１４日
（毎月第２土曜日）

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

１２月２１日
（毎月第３土曜日）

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

地域子育て
支援センター
ひまわり

毎週水曜日
※１月１日は
お休みします

10：30　

～

11：30

　年末で帰省される学生や近隣の学校に通学して

いる学生へご周知ください。境港市出身の学生も

参加できますので、ぜひご参加ください。

▼内　容

　島根県東部・鳥取県西部エリアの企業の採用担

当者による会社説明、採用に関する情報提供をす

る就職ガイダンス

▼対　象

　平成２７年３月大学・短期大学・高等専門学校・

専修学校卒業予定者

▼と　き　１２月２６日（木）

　　　　　午前９時～午後４時４０分

▼ところ　くにびきメッセ大展示場

▼問い合わせ先

　松江市産業観光部　定住雇用推進課

　　（☎０８５２－５５－５２１５）

まつえ就職ナビ掲載企業
合同就職ガイダンス

21　平成２５年１２月



フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　夕日ヶ丘の環境を再確認したい人や住宅建築を検討

中の人を対象に、夕日ヶ丘地区内を歩く「夕日ヶ丘ま

ちめぐり」が開催されました。

　家族連れなどが参加し、中海親水公園や竜ヶ山公園、

来年春完成予定の公園墓地など約３．７キロ㍍のコー

スを、案内を聞きながら巡りました。心地よい汗を流

し、夕日ヶ丘のまちを肌で実感しました。

歩いて実感、夕日ヶ丘再発見
１０月２７日（日）

　中国電力㈱鳥取支社長が市役所を訪れ、島根原発２

号機に係る原子力規制委員会への新規制基準適合審査

申請に向けた事前報告がありました。 

　この報告は、中国電力との安全協定に基づくもので

あり、市では、市議会等の意見を聞いた上で、県や米

子市と協調して中国電力に意見を述べることになりま

す。

島根原発の適合審査に向け報告
１１月２１日（木）

○航空会社　スカイマーク

○就航路線　米子－成田（約８５分）

　　　　　　米子－神戸（約４０分）

　　　　　　米子－茨城（約１５０分　※神戸経由）

○各空港から主要エリアへのアクセスが大変便利です

　◇成田空港　東京・横浜など首都圏の主要駅まで乗換なしでアクセスできます。

　◇神戸空港　大阪・神戸・京都へもアクセスが便利です。

　◇茨城空港　水戸・つくばへ、空港前乗り場からバスで直結です。

　※詳しい運行スケジュールや運賃、予約についてはスカイマークホーム

ページをご確認ください。

　 ▼予約・問い合わせ先　☎０５０－３１１６－７３７０ 

　 ▼スカイマークホームページ　http://www.skymark.jp

～米子空港利用促進懇話会からのお知らせ～

ム

米子鬼太郎空港から広がる！
　　　スカイマーク 12月 20 日（金）就航！！
　１２月２０日、米子鬼太郎空港にスカイマーク新規３路線が就航します。

　１日６便化継続中のＡＮＡ東京線とあわせて、米子鬼太郎空港からの空の路線

が格段に充実します。

換なしでアクセスできます。

鬼太郎空港からの空の路線

市報さかいみなと　22



６カ月児健康診査

▼ 1 月 29 日（水）12:45、13:15

　平成 25 年 6 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 12 月 5 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 24 年 5 月生まれの幼児

▼ 1 月 16 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 24 年 6 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 12 月 12 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 22 年 11 月生まれの幼児

▼ 1 月 30 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 22 年 12 月生まれの幼児

保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
12月10日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

子育て健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会

12月10日（火）

10:00 ～ 11:00

５カ月～
８カ月児
と保護者 子育て健康推進課

☎ 47-1042

※母子健康手帳を持参

1 月 22 日（水）
９カ月～
１歳６カ月児
と保護者

カウンセリング 12月18日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
子育て健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

今月のげんきちゃん

渡部 葵
き

衣
い

ちゃん（H25.3.5 生）と

お母さんの浩子さん（夕日ヶ丘１丁目）

　インフルエンザは、冬に流行しますので、今の時

期は注意が必要です。温度が下がり、湿度も低く、

乾燥すると、ウイルスが長生きするためです。予防

する方法は、次のとおりです。

①栄養と休養を十分取り、抵抗力を高める。

②適度な温度、湿度に保つ。

　特に乾燥しがちな室内は、加湿器などで適度な湿

度（５０～６０％）を保ちましょう。

③こまめに手洗いとうがいをする。

④予防接種を受ける。

　予防接種は、発症する可能性を減らし、もし発症

しても重い症状になるのを防ぎます。接種を受けて

から効果を発揮するためには約２週間かかります。

希望者はなるべく早く接種をしましょう。

　境港市は、インフルエンザが重症化しやすいとい

われている高齢者と乳幼児を対象に予防接種の助成

をしています。対象者には、受診券等ご案内を１０

月中旬に送付していますので、ご活用ください。

▼問い合わせ先

　子育て健康推進課

　（☎４７－１０４２・１０４３）

保健師の

ちょっと一言

インフルエンザを予防しましょう

保健だより保健だより保健だより保健だより

23　平成２５年１２月



と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
まゆみ七宝工房教室現代七宝展
（～ 12 月 22 日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

開催中
魚の絵コンテスト入賞作品展
（～ 12 月 27 日（金））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

無料
（ギャラリーしらかべ）

12 月 9 日（月） アナログゲームを楽しむ会 誠道公民館 19:00 ～ 20:00
子育て健康推進課
☎ 47 － 1045

無料

12 月 21 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無料

1月 12 日（日）
新春オールスター歌の祭典
紅白対抗歌合戦

市 民 会 館
ホ ー ル

12:30 ～
実行委員会
☎ 45 － 3950

前売り　1,000 円
当　日　1,500 円

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

市報　さかいみなと 

□発行　境港市役所

　〒 684-8501

　鳥取県境港市上道町 3000

□ホームページアドレス

　http://www.city.sakaiminato.lg.jp/

□編集　地域振興課広報情報係

　　　　（☎ 0859 - 47 - 1010）

□発行日　１２月５日（木）

□印刷　㈱カワバタ印刷

※次回発行は１月６日（月）

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
12 月 12 日（木）

1月  9 日（木）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談 第２・４金曜日 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談 第１・３金曜日 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
　子育て健康推進課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

無 料 相 談 会

12 月 12 日（木）

12 月 22 日（日）
13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,308 人（－ 11）
　　女　：18,651 人（－ 1）
　合　計：35,959 人（－ 12）
　世帯数：15,215 世帯（＋ 9）

　※平成 25 年 10 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

一 

健
康
で
楽
し
く
働
き

　
　

 

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

互
い
に
助
け
合
い 

　
　

 

だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し

　
　

 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

   　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）
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